
番　号 ９－２ 所管府省名

特定・非特定
の別

非特定

１ 組織名及び職員数等

非常勤

153人 1人

プロパー職員数 113人 1人

所管官庁からの出向者数 40人 0人

所管官庁以外の官庁からの出向者数 0人 0人

0人 0人

発足時 148人 1人

旧組織からの移行者（プロパー職員）数（注１） 100人 1人

所管官庁からの出向者数 37人 0人

所管官庁以外の官庁からの出向者数 0人 0人

9人 0人

2人 0人

147人 2人

旧組織からの移行者（プロパー職員）数（注２） 95人 2人

所管官庁からの出向者数 34人 0人

所管官庁以外の官庁からの出向者数 0人 0人

16人 0人

2人 0人

147人 4人

旧組織からの移行者（プロパー職員）数（注３） 88人 4人

所管官庁からの出向者数 34人 0人

所管官庁以外の官庁からの出向者数 0人 0人

23人 0人

2人 0人

145人 3人

旧組織からの移行者（プロパー職員）数（注４） 82人 3人

所管官庁からの出向者数 33人 0人

所管官庁以外の官庁からの出向者数 0人 0人

27人 0人

3人 0人

147人 6人

旧組織からの移行者（プロパー職員）数（注５） 78人 2人

所管官庁からの出向者数 32人 0人

所管官庁以外の官庁からの出向者数 0人 0人

34人 4人

3人 0人

145人 16人

旧組織からの移行者（プロパー職員）数（注６） 72人 4人

所管官庁からの出向者数 34人 0人

所管官庁以外の官庁からの出向者数 0人 0人

36人 12人

3人 0人

その他（他の独法からの出向）

移行後の採用者数

その他（他の独法からの出向）

平成１７年４月１日現在

農林水産省　林野庁　林木育種センター

同上

組　　　　　　織　　　　　名
常　　　勤

その他（他の独法からの出向）

移行後の採用者数

その他（他の独法からの出向）

同上

職員数（役員を除く）

同上

平成１５年４月１日現在

同上

同上（非特定独立行政法人に移行）

平成１６年４月１日現在

移行後の採用者数

（平成１３年４月１日現在）

平成１４年４月１日現在

調 査 票

移行後の採用者数

その他（他の独法からの出向）

平成１８年４月１日現在

農林水産省

独立行政法人名
（HPアドレス）

移行後の採用者数

独立行政法人　林木育種センター

その他（　　　　）

移行後の採用者数

移行前（発足時の前日）

旧独立行政法人林木育種センター

その他（他の独法からの出向）



－ - -

旧組織からの移行者（プロパー職員）数 - -

所管官庁からの出向者数 - -

所管官庁以外の官庁からの出向者数 - -

- -

- -

２ 指定職又は役員数等

非常勤

0人 0人

発足時（平成１３年４月１日現在） 2人 2人

0人 0人

2人 2人

0人 0人

2人 2人

0人 0人

2人 2人

0人 0人

2人 2人

0人 0人

2人 2人

0人 0人

- -

- -

平成１６年４月１日現在

移行前において指定職・役員であった者の数

移行前において指定職・役員であった者の数

平成１９年４月１日現在

移行前において指定職・役員であった者の数

移行前において指定職・役員であった者の数

移行前において指定職・役員であった者の数

平成１８年４月１日現在

移行前において指定職・役員であった者の数

役員数等

常　勤

移行前において指定職・役員であった者の数

移行前（発足時の前日）

備考　（注１）　うち国際機関等派遣職員等（３名）を含む。
　　　  （注２）　うち国際機関等派遣職員（１名）を含む。
　　　  （注３）　うち国際機関等派遣職員等（２名）を含む。
　　　  （注４）　うち国際機関等派遣職員等（４名）を含む。
　　　  （注５）　うち国際機関等派遣職員等（３名）を含む。
　　　  （注６）　うち国際機関等派遣職員等（２名）を含む。

平成１７年４月１日現在

平成１４年４月１日現在

平成１５年４月１日現在

平成１９年４月１日現在

移行後の採用者数

その他（　　　　）



３ 指定職・役員給与総額及び個人別給与年額

発足時（平成１３年度：平成１３年４月～１４年３月）

平成１４年度　

平成１５年度　

平成１６年度　

平成１７年度　

平成１８年度　

発足時（平成１３年４月～１４年３月）

平成１４年度

平成１５年度

平成１６年度

平成１７年度

平成１８年度

平成１９年度（４月～９月までの６カ月分）

４　役員氏名等 該当なし
（当該法人は平成19年４月１日現在存在しない。）

５　退職金支給総額等 引き続き調査中

６　独立行政法人評価委員 引き続き調査中

備考
（注１）　役員は、非常勤を含む。
（注２）　ガイドラインに基づく給与水準公表資料に記載されている額を記載。

未公表のため記載せず

未公表のため記載せず

監事（非常勤2人） 928千円

－

理事長

理事

理事

監事（非常勤２人）

監事（非常勤２人）

理事

15,367千円

853千円

13,754千円

理事

29,365千円

14,400千円

指　　定　　職　・　役　　員　　個　　人　　別　　の　　給　　与　　年　　額

29,203千円

30,444千円

監事（非常勤2人）

理事長

未公表のため記載せず

理事長

理事長

理事

理事長

735千円

-

14,149千円

監事（非常勤2人）

15,207千円

13,143千円

未公表のため記載せず

報　　酬　　年　　額

990千円

－

未公表のため記載せず

15,218千円

13,157千円

指　　定　　職　・　役　　員　　の　　給　　与　　総　　額

支　給　年　度

支　給　年　度

－移行前の最終１年度間　（平成１２年度）

報　　酬　　総　　額

29,556千円

役　　　職　　　名

30,016千円

備考
（注１）　役員は、非常勤を含む。
（注２）　ガイドラインに基づく給与水準公表資料に記載されている額を記載。
　　　　　ただし、１４年度以前は、ガイドラインに基づく給与水準の公表が行われていないので財務諸表の附属明細
　　　　　書に記載されている額を記載。

28,889千円

監事（非常勤２人） 未公表のため記載せず

移行前の最終１年度間（平成１２年度） －

理事長

理事



１３　独立行政法人から他の法人等への出向職員数等 引き続き調査中

14 中期計画の数値目標等

計画期間

発足時（平成13年４月
～14年３月）

平成１４年度

平成１５年度

平成１６年度

平成１７年度

計画期間

平成１８年度
設定した数値目標に対して、適切な数値を達
成した。

ａ：設定した指標が達成された

　　　第２期　　　平成１８年度　～　２２年度

中　　期　　計　　画　　に　　定　　め　　ら　　れ　　た　　数　　値　　目　　標　　一　　覧

　・前年度の一般管理費の３％及び業務経費の１％の合計に相当する経費の抑制（人件費を除く。）
　・今後５年間において、人件費について５％以上の削減
　・新品種開発数　　　　　　　　　　　　　　　　  　２５０品種
　・林木遺伝資源の探索・収集点数　　　　　６，０００点
　・海外林木遺伝資源の収集点数　　　　１００点
　・新品種等の利用を促進するための講習会 　１００回

達　成　状　況 評　価　結　果

設定した数値目標に対して、適切な数値を達
成した。

ａ：設定した指標が達成された

設定した数値目標に対して、適切な数値を達
成した。

中　　期　　計　　画　　に　　定　　め　　ら　　れ　　た　　数　　値　　目　　標　　一　　覧

　・前年度比１％の経費節減（人件費を除く。）
　・新品種開発数　　　　　　　　　　　　　　　　  ２５０品種
　・林木遺伝資源の探索・収集点数　　　　７，０００点
　・海外林木遺伝資源の探索・収集点数　　　１００点

設定した数値目標に対して、適切な数値を達
成した。

ａ：設定した指標が達成された

ａ：設定した指標が達成された

　　　第１期　　　平成１３年度　～　１７年度

設定した数値目標に対して、適切な数値を達
成した。

ａ：設定した指標が達成された

達　成　状　況 評　価　結　果

設定した数値目標に対して、適切な数値を達
成した。

ａ：設定した指標が達成された



15 中期計画期間における特筆すべき研究あるいは業務の成果

１６　平成１８年度における支出の概要 引き続き調査中

１７　行政組織から独立行政法人への再就職 該当なし（当該法人は平成19年４月１日現在存在しない。）

１８　独立行政法人から他の法人への再就職 引き続き調査中

１９　出資法人一覧 引き続き調査中

　（１）有価証券　（２）固定資産 引き続き調査中
２０　平成１８年度における売却資産等の概要

第Ⅰ期中期計画　（平成１３年度～１７年度）
１．無花粉スギ（爽春）の開発
　国民病である花粉症の対策に有効なスギ品種を開発するため、関東育種基本区内においてこれまでに選抜、収集・保
存してきたスギ　１，４００クローンについて、雄花の中の花粉の状態の調査を実施し、そのうちの１つの個体が遺伝的に花
粉が全く生産されない特性を持つ無花粉スギ（雄性不捻スギ）であることを平成１６年度に確認し、この無花粉スギを「爽
春（そうしゅん）」と名付け、品種登録の出願を行った。
　また、この無花粉スギの種苗（原種）の都府県への配布を開始している。

２．林木遺伝子銀行１１０番の開設－巨樹・銘木等の遺伝資源のクローン増殖サービス－
　機関や個人等が所有する天然記念物や巨樹、銘木、有名木等の樹木が、高齢等で衰弱している場合などで、これらの
機関等から全く同じ遺伝子を受け継いだ後継クローン苗木の増殖の要請があった場合に、さし木やつぎ木等の方法によ
り後継クローンを増殖し、所有者へ里帰りさせるサービス「林木遺伝子銀行１１０番」を平成１５年度に開設した。
　増殖したクローン苗木の一部は、当センターでも林木遺伝資源として保存し、研究材料として活用する。
　これまでに７３件の要請を受諾し、後継クローンの増殖を進めており、このうち１５件を里帰りさせている。

第Ⅱ期中期計画　（平成１８年度～２２年度）
　なし。
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